






(結び)昭和 63 年度の研究報告を総括したが,昭和 61 年,62 年,63 年の 3年間のプロジェク

トを振り返ると,はじめの 2つの研究目標つまり,「病因ならびに発症機序の解明」および

「治療ならびに管理法の確立」のうち,前者については,わが国を代表するウイルス学者お

よび施設の徹底した研究にもかかわらず,病因ウイルスを発見できなかった。また,発症機

序の解明も未だしの感を深くする。今後は,全く視点を変えて,病原微生物の発見に挑戦す

る必要があろう。後者についてはかなりの成果があり,致命率も後遺症率も著しく低下しつ

つあることは,厚生省の臨床的意義を重点とする本研究班の使命の一端を果たせたものと

考える。 


